
（SUS304）

（SUS304）（SUS304）（SUS304）

SGP65A

■可とう部継手の種類

■抜出し防止金具

継手部詳細タイプ

A

B

C

〈基礎枕コンクリートの形状〉

断面図 平面図

基礎形状 適用条件

●軟弱地盤

●液状化が想定される

●地下水位が高い

●キャンバー盛土を行う

●厳しい腐食性環境

●軟弱地盤

●液状化が想定される

●地下水位が高い

●キャンバー盛土を行う

●一般の腐食性環境

●普通地盤

●良質地盤

●液状化が想定されない

●地下水位が低い

＊Sは2.0m程度とする
＊ｔは底版厚さ

■離脱防止機構（継手部）

抜出し防止金具詳細図

■伸縮性

＋30～－20
40
125

沈下量（mm）
適用最小部材厚（mm）

＋50～－20
50
180

180BR・180B呼　称

形状寸法

伸縮量（mm）性
能

230B 280B

＋60～－20
100
200

可とう部の抜出し防止金具により離脱防止機構を有し、ボックスカルバート継手部はPC鋼材連結により離脱防止機構を有する。

北海道 東  北 関  東 中  部 北  陸 近  畿 中  国 四  国 九  州 沖  縄取扱地域　
※取扱地域が記載されていない地域については、担当営業所（P488）にお問い合わせください。
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地震対策例 縦方向連結工および可とう部施工

軟弱地盤に対する設計（柔構造）

軟弱地盤（不同沈下）対策例

■構造形態の異なる部分での接続

■支承条件が異なる場合の対策例

■地層の境界部での対策例■荷重条件が変化する場合の対策例

■液状化のおそれのある場合の対策例 ■ボックスカルバート折点部の対策例

■載荷重に対する設計
　 載荷重に対しては、基礎地盤を弾性体（地盤の変化は荷重に比例する）とし、カルバートを梁と考えて、弾性床上の梁として縦方向の設計を行います。

■キャンバー盛土（上げ越し）
　 軟弱地盤などに設置する場合には、盛土荷重による基礎地盤の沈下を
　 考慮して、下図のように上げ越して設置します。

PC鋼棒による縦方向連結の施工

可とうボックスカルバートまでを設置し、PC鋼材を挿入
した後、PC鋼材の端部に定着金具（アンカープレート、
ワッシャー、ナット）を取り付ける。

可とうボックスカルバートのPC鋼材の一部（敷設方向
側）にカップラーおよびテンションバーを取り付ける。
センターホールジャッキを取り付け、所定量の緊張後、
定着金具のナットをスパナ等で十分に締め付ける。

センターホールジャッキの緊張力をゆるめ、ジャッキおよ
びテンションバーを取り外す。

可とうボックスカルバート部のPC用孔に抜出し防止金
具を取り付ける。

可とうボックスカルバートの次のスパンのボックスカル
バートを設置後、PC鋼材を挿入し定着金具を取り付ける。

以後、　 ～　 の作業を必要な分だけ繰り返す。

1

2

3

4

5

6 1 5

※2スパン以上、緊張後、仮固定金具を取り外す。

抜出し防止仮固定金具

北海道 東  北 関  東 中  部 北  陸 近  畿 中  国 四  国 九  州 沖  縄取扱地域　
※取扱地域が記載されていない地域については、担当営業所（P488）にお問い合わせください。
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